
課題演習 (1-1)： 
新鮮クレータの形状に関する統計研究 



クレータ形状の計測 

↓Pike [1976] Pike [1980]→ 

Simple crater 

Complex crater 



・Simple crater 
　　海　　　d = 0.195(+0.030/-0.026) D1.013(±0.008)  
　　高地　　d = 0.192(+0.027/-0.024) D1.022(±0.009)  
・Complex crater 
　　海　　　d = 0.841(+0.070/-0.065) D0.332(±0.025)  
　　高地　　d = 1.008(+0.092/-0.084) D0.313(±0.020)  

・単純-複雑クレーターの遷移 
　は海では高地に比べて小さい 
　サイズで起こる 
・海の複雑クレータは高地に 
　比べて約12%浅い 
・単純クレータ形状に海と 
　高地に有為な差はない 

月クレータ形状 

Pike [1980] 



解析領域 



データ (海) 



データ (高地) 



課題 



クレータの崩壊 
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